
（掲載内容は、「大学案内 2019」取材時の情報です。） 

Pick up 研究室 物理科学科 内田 和之 准教授 

 研究テーマ「計算物質科学・ナノサイエンス」 

 

炭素がサッカーボール状に組み合わさったフラーレンや筒状のカーボンナノチューブなど

ナノスケールの物質は、マクロスケールの物質とは異なる興味深い性質を示します。中高時

代に学んだ電磁気学、例えば V＝I R（電圧＝電流×抵抗）は、ミクロやナノの世界では通用

しないのです。電気の流れる速さや滞留は、原子構造をほんの少し変えただけで劇的に変化

します。その性質がどのような理由で現れるのかを量子力学を通して明らかにすることを目

指しています。  

電磁気学の常識「V=I R」が通用しない 

ナノサイエンスの不思議に迫る 


